
　約150haの農地で、飼料用米・WCS（ホールクロップ
サイレージ）・デントコーン・大豆（契約栽培）を生産する
農事組合法人『13区営農組合』（細川强代表／上飯樋）。地
域の担い手集団として平成29年から活動をスタートし、広
大な農地にヒマワリを植え緑肥にするなど、いち早く営農
再開に備えました。令和元年秋には、任意の団体を法人化。
「農地中間管理事業」を先駆的に活用し、上飯樋地区（13
区）を中心に集積した農地で、新たな農業の形をつくって
きました。農地は数年内に200haまで広がる見込みで、「新
たに作付けする作物の選定にも動いています」と細川さん。
「この土地に合ったやり方で、地域の農地を守りながら、
やりがいのある仕事を創っていきたい」。
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13区営農組合

組合員が一丸となって技術を高め、広大な農地で作物を栽培しています。

今年から本格的に栽培が始まったデントコーンの畑。

フェリスラテ

育成牧場で従業員と共に毎朝の作業を行う田中さん。

　復興牧場『フェリスラテ』は、福島市の本場で約600頭
の乳牛を飼養し生乳を出荷しています。代表取締役社長
の田中一正さん（長泥）は、令和元年、村内に育成牧場を
開場し、前出の『13区営農組合』が生産する飼料を買い
取り、ホルスタインの仔牛の育成と和牛の繁殖を行って
います。また、良質の堆肥を生産し、村や村内の農家に
提供。堆肥は年間500t以上の生産量がありますが、この春
は一時的に売り切れ状態にもなったそうです。同営農組合
の細川代表とは旧知の仲という田中さん。「素晴らしい飼
料をつくっていただいている。牛が喜んで食べるので、成
牛がいる福島市の本場でも使っています。地場で安定的に
よいものが手に入ることは本当にありがたいです」。
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13区営農組合が耕作する飼料用米の水田の一部。

「農地中間管理事業」か  ら生まれた農業の循環

堆肥の製造エリア。定期的に上下を返し、微生物による発酵を促します。
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